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「
現
代
化」

と
「
近
代
化」

言語

日
中
関
係
に
一
つ
の
転
機
が
や
っ
て
き
た。

「
四
人
組」
打
倒
以
降
の
中
圏
内
政
の
大
き
な

転
換
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た、

い
わ
ゆ
る

「
四
つ
の
現
代
化
（
品
業、
工
業、

凶
防、

科

学
技
術
の
現
代
化）
」
政
策
に
対
応
し
て、

日

中
貿
易
長
期
取
り
決
め
が
結
ば
れ、
さ
ら
に
日

中
平
和
友
好
条
約
以
来、

「
中
国
市
場」
へ
の

野
が
大
き
く
ふ
く
ら
ん
だ
と
思
っ
た
ら、

中
国

側
がん玉
山
製
鉄
所
な
ど
の
成
約
未
発
効
を
申
し

出
て
き
た
か
ら
で
あ
り、
さ
ら
に、

中
国
自
身

が
「
四
つ
の
現
代
化」
政
策
の
再
検
討
に
よ
っ

て、
そ
の
経
済
組
棋
を
大
幅
に
縮
小
し
よ
う
と

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る。

だ
が、
と
う
し
た
状
況
は、

中
国
の
現
状
を

リ
ア
ル
に
見
つ
め
て
い
れ
ば、
当
然
予
想
さ
れ

た
と
と
で
あ
っ
た。

「
四
つ
の
現
代
化」
の
達

成
に
必
要
な
総
針
金
は
な
ん
と
五
千
億
米
J
に

も
及
ぶ
と
い
う
の
に、
中
国
の
手
持
ち
外
貨
は、

せ
い
ぜ
い
二
十
億
J
三
十
億
J
な
の
で
あ
る
か

ら、

大
口品
の．
フ
ラ
ン
ト
導
入
は、

今
日
の
中
国

の
経
済
縦
模
か
ら
し
て
も、
そ
の
支
払
い
能
力

を
削
う
と
と
に
な
る
ば
か
り
か、

中
間
経
済
の

「
消
化
不
良」
を
も
た
ら
す
と
と
は
歴
然
と
し

て
お
り、
ζ
の
点
に
中
国
の
指
導
者
は
気
づ
き

は
じ
め
た
の
で
あ
る。

だ
と
す
れ
ば、
そ
の
よ
う
な
中
国
の
現
状
を

無
視
し
て
中
岡
に
期
待
し、

夢
を
ふ
く
ら
ま
せ

た
わ
が
向
の
側
に
ζ
そ、

大
い
に
問
闘
が
あ
る

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ζ
う
し
た
わ
が
国
の
側
の
認
識
の
欠
如
は、

今
日
の
中
国
の
「
四
つ
の
現
代
化」
政
策
が、

き
め
細
か
な
経
済
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
結
呆
提
起

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く、
そ
れ
白，
身、
き
わ
め

て
政
治
的
な
非
文
革
・
非
毛
沢
東
化
の
戦
略
で

あ
る
ζ
と
を
見
ょ
う
と
せ
ず、
ζ
れ
を
中
国
社

会
近
代
化
の
決
定
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
見
た
と

と
に
も
由
来
し
て
い
る。
だ
が、

現
実
に
は、

「
四
つ
の
現
代
化」
は、
き
わ
め
て
戦
略
的
色

彩
の
つ
よ
い
一
種
の
富
国
強
兵
策
と
し
て
の
国

家
同
棋
な
の
で
あ
っ
て、
ま
さ
に
「
反
問
権」

迎
合
の
形
成
と
い
う
小
同
の
当
面
の
世
界
戦
略

と
両
軸
を
成
す
も
の
な
の
で
あ
る。
そ
れ
を
近

代
化
政
策
と
見
な
し
た
と
ζ
ろ
に、
根
本
的
な

認
論
の
誤
謬
（
ど
び
ゅ
う）

が
あ
る
の
だ
が、

と
の
点
は、
わ
が
同
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
「
四

つ
の
現
代
化」
を
「
悶
つ
の
近
代
化」
と
誤
訳

し
て
い
る
と
と
に
も、

端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い

ヲ。。

「
四
つ
の
現
代
化」
を
「
四
つ
の
近
代
化」

と
表
現
す
る
と
と
は、

次
の
三
つ
の
理
白
か
ら

し
て
誤
っ
て
い
る。
ま
ず
第一
κ、

中
国
高
で

は
「
四
小
（
個）

現
代
化」
で
あ
り、

「
近
代

化」
で
は
な
い
。

中
国
側
が
『
北
京
周
報』

や

『
人
民
中
国』
な
ど
の
邦
語
文
献
に
訳
す
と
き

に
も
「
現
代
化」
と
訳
さ
れ
て
い
る。

第
こ
に
は、
ま
さ
に
阿
欧
近
代
の
中
岡
大
陸

へ
の
上
陸
に
よ
っ
て
半
植
民
地
化
さ
れ、
そ
れ

を
超
克
す
る
た
め
に
中
間
革
命
を
必
要
と
し
た

中
固
に
・お
い
て
「
近
代
化」
と
い
う
概
念
は、

そ
も
そ
も
否
定
の
対
政
で
あ
っ
て、

肯
定
的
概

念
で
は
な
い
の
で
あ
る。

第
三
に
は、

今
日
の

「
四
つ
の
現
代
化」
政
策
は、

中
固
に
い
わ
ゆ

る
近
代
化
社
会、

近
代
市
民
社
会
を
創
出
す
る

も
の
で
は
な
く、
あ
く
ま
で
も
峨
略
的
念
日
困

強
兵
筑
な
の
で
あ
る。

「
現
代
化」
と
表
現
す
る
か
「
近
代
化」
と

書
く
か、
ζ
の
問
題
は、
一
見
些
店
ふいほ
じ）

の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら、

中
国
認
帯
当
面
の
出

発
点
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
軍
要
な
問
題
な
の

で
あ
る。

（
中
値明
嶺
雄）
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